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・する夢融距紀になって現墳となったo  1 9 0 3 年
・ライト兄弟によっで始めて飛行機が完成されて∴・
から,  ・僅かに4 づ年に過ぎぬ第一衣の世界天
職では, 穂行詰違い役’目礼てい・をかづた∴
昇一今度の大駿は稲行撥の戦争となったo  ●この
進歩につれセ軽合金か猛れ’ぐ熊磯の製作
に寄場しそ来たのである丸“その襲達の陸奥の
輔弼みると今昔の感に耐え癌、o 嫌に我が国
? 轟肇工業の理は爆撃で擬され, 寧され
たものも終鞍と同時にタ餅窒浅村の製造に敵ヒ
符碑すたれ・ , その一目榛を家庭器物などの製造に
轄摸せざるを得な・く軍事こ. とは・しジヨ・ゼフ●
ベルここの運命のやうで: ′花やかであった離合∴
金工業あごと富合は昔の思い出となってしま・
った。この襲醇の歴史を’眼で見たまゝ・筆の
ま\ に, 壁獅勺な進歩から・航窒機材遽むの護
展に及ぶ思い出を書くことにした,  ∴ ’

一最初の・アル. “ミニグム合金状態画一

ァルミニウム日金虜・としでの歴史は,
w6 h l e d と Oe r s 七e d によって, 始めて加里で

還元された工堅牢の昔まで遡らなければなら
な轟く合金のことに事言と親しいことになる。
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ら見る・と不完全なるものとは云手でも・未知の
世界が始めて開かれたのであるから・: 撃紳士立
派な成果と云へも。矢張, 科墜㊧儀灘があうて・
瞳にかしる研究が行はれ得たものであった〇・・ ・

一今世紀最初の研究-
またフランスでも研究が行ほれているが; そこ

れにはGa u 亡i e r ,  L e  C h a 七e l i e r などの名が見
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s b などの合金についての研究を霞表し, それ
が纏められてC o n t 轟u 宅i o n  a ’. 1 , e t u d e  d e S  :

. A 1 1 i a q e s としで1 9 0 1 年に接待されてい●る∴;
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誓蔀l . : おレミニダリ亘理端5 0 壷醇するとし;
∴み工5 タ名を含んだ合金は柔かで塵麺が出来るがタ

主五ることが鎚とれ輔の工業方面に二・と
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氏の, ア牛ミニウム合金の研究から引用してあ
. ′るA l ・C u ,  A l - Mn 及び車N i の各合金につ
. . いての調法で$ るが, この C a r p e n t e r ’及

びE d wa r d s の研究は, 近代的な工業用離合金一
・の研究の先寝をなしたものである。二就中AトC u ’
糸合金については砂型, 金型, 陸延, 引抜したも
のゝ機械的性質と, 銅含有量との関係が示され
ている, 歴延村立に冷間引教材では,  C u  4 劣’●を
含むものが最高の抗張力を輿へられることが示
されているo また砂鋳物を蜜Oo Cから’徐冷並
に魔人したものをも調べているが, 時効硬化に
閲した現象は, 認められていなかったのであ. ら

J e n a の C a r I  Z e i s s で造ってZ i s k o n と稀

したo またZ n . の少い乗かい材料を享S i u 孤
と名づけている, などと書いてある。
∵またフランスではAトC u 系合金が海軍に
採用されて, 英国のMe s s r s ・Y a 調OW &  C o .
で建造され, フランス海軍の水雷艇に用いられ・
だが, , 宅の成分はC u  6 クま. を含んだもので,
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の理論から. , 漸次明白にせられで来た。また
Gu i l l e t はC u - S n 合金を熟度班して,  ・機械的
堪質の襲化などを調べ, 多少硬化する合金のあ
・ることを認卒だ。・アイレ誉・ウ÷合金摘様の繋
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こ. の鍋の蘭とするのは茨素が含まれ和、るため、

∴ であるo ブル註ウムも加勢し麗人すると硬・く
二●なるがそれは袈素のためでなく; マグネシウム
・といふ元素のためである, と書き出しているが
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認められなカったことも●, 聞達のない重賞であ

‾
▼ . 1 ′′

・∴豆: 、下寿袖室料と油壷ふふふ
十王二重と寧ど, 種太の観茄から研究轟ある。雷・、

圏重囲圏

聖裏毛聖二率痔う荘重碑琉葺註寮
露駕葦葦諒等●◆ . -

この÷グ再三多塙含む; 卒ギ翠時事
r ・イツでは・D載・丘の○○彊昭抑e ね工重w跡k 申・ : ’・・・

A , G言でD町a l u mi p . の名穂で造られ, 嘆国電二二
はⅥ蛍釘S  S 。n &Ma 虹皿にお. , ‥÷こな再・

・一・・- 二、ン年生のC , 珊正伸鮮怒気主
薬化されている,  ・と墳後につけ加ぺ轟も∴ ′、
1 9 0 3 年から始めて手工針1 年に襲表に寧ろ. 家宣

ー高二調8 呼軽撃方専未知の華界を千・
孫串こ研究し二手京王薫到達幌もめと忠へる

・軍, 牢坤されるまでの善心め跡・壷の揮い論
. 史ではみるなぞの蘭の漑畠がよ: く親元せられる

∴亨’二. ÷要領ま勤誓針の記述二・
. ∵ア巧ミニウノム及卒その合金の高泡加工梁一般

護憲叢詩誌諸芸詳藷
を籍を袴塙でカ嘩すう・生硬: 確う・と高時に降伏離

幸二が高く‡き。. 冶聞知士をうちけらだめi ごは, や
. 章 子′〇 ・

.

三㌢この難は銅と異ると・・こそでみって・倭人し 時効の翠象が全く認められず, ・÷卒去÷吐字

向丘揮小二築する諸醐肛轟と親張力と〇 ・・ ・千グうシウムを含むだ丸印・麗人して樹か‾
∴蜜度は蔀なるが・伸は減路。箪な醸妖態∴するものと子羊三幸や寸前蓮つで桔居るがや皆∴
七郎0 0 。Cカ藤, ・氷冷して・、・如程施主需詑十・・薄み売手. ウムを地金の親度やば, 青笹畢母上

‾硬化するo 抗張力・硬度が揺す淵車も亦得られノ、・弛舞、つたと恩主力、ら, 鋼のみを加べたの七時・ _γ - ノ・ ・

て顕化したものは・また冷間加工が出来ると, 一 助へて始めて硬化が生じたのであっ享ら写。或
要領よ- く加工に関する指針を輿へである。麗人

・こする温度と樹との闘係か第2 園のやうに示寺山
一也的。Cでは墜大して常温で淡置しても, ・練り硬

くなら. ないも加工する逸事で硬化を避けなけれ
‾三高な・らないやうな場合, . 例へは疎に引・くやうな.

とそは, 低い襲鈍温度を必要と・するなど, , 其の
後の研究で確認されている’こ●とが, 硯に明昌に
●記述され和、るo .  . . .

章

. また水冷直後冷閻魔廻したものより, 、携大し
て放置した後に歴廻した方が硬くな. る●. 工5 0 o C
までの濁度では機械性質に繰り●影響はないが,

;  2 0 0 0 C 以上の温度では韻度が著しく低くなるな

三一繋襲謹言

は珪素が不純物として含まれてい昼から・その
・影響な・ども考へられる。,  ’ ∴

・ - ・

. い卒にしても・詩人して放置すると硬注、.

霊護霊諾㌢霊言誤首
∴砕置し,  ・硬化する’現象は了改薯( V e 雫d 工u n g ) と
云玉言葉でもらはしそいるに過ぎない。 .

二・ノーチェ_ ラノ沙ミ’シ創造の

: 高手たちと殺衰壷速憲二’● ’’
∴この研究には材科試験には且汀a b 工o n 轟熔
解作業にはH; 早o c 批t z の援助毛賀ねこ、圭を
組・しているo かやうな久々のカモア省ミ子ウム
“合釣護展を見るす二軍った誓うるなら椋の
.  ’幸? 力帝専じで勘↓壷これ等の人々も・忘れヽ

〇
● ●

章二和ら五言二言埼硬註おし嘩尋哀′華を壷箪辞職沖聾型。紫新しい
ヽ

●
● ●

ぎ, 轟甜空を輿へる卒寿売る。泳銀にす三宅・三重子透見毒襲萌は∴その特車は鍛えた手玉の轟つ
圭も草書縮すると; ウ÷プレガム諸造って崩壊する▲, でも十滴衷襲展をなすものでなげ手車卜接待
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・粛 怒 " ふ_ , ヽ こ. ‡霊も‾ 
●消 . \  “2 9 5 、げ 7 0 . 9 0  ; - ’9 5 : 1 0  埼p . 2 0  “: i o 7 誇0  9 6 . 3 0  1 2 9 . ∝ 三弦. 豹● 主 部督葉脅威密偵格の 

ヽl ●へ 洗面・器 ◆●-  3 ? 〃 準0 〃 7 6 . 9 0  1 0 3 . 6 0  ノ . 8 る. 9 0  1 1 7 . 1 0  1 0 4 . 3 0  1 4 0 . 6 C  2 6 . 7 0  )  、統制額は. 荷造硬込み 
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. . 1 . 5 γ 豹5 〃 ●

重4 3 . ○○ 1 6 4 . 0 0  ‥i 帥6 0  ・重8 5 . 4 ○ ○′ 
1 9 4 し0 0  之姦. 5 C  2 1 : 0 0  驚謀議謡 
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2 . 0 〃● 
3 ′ 

. 2 6 5 〃 ・1 8 0 . . . 1 0  2 0 4 . 6 0  2 0 3 . 6 0  2 3 1 . 2 0  2 4 4 . 4 0  2 7 7 . 5 0  2 4 . 5 0  

. 薫三・ . ・3 : ○〃 3 8 0 〃 ●● 
2 5 3 . 8 0  ・2 8 5 . 1 0  

●2 8 ら. 8  l  
3 2 2 ∴犯 線4 . 2  ′.  3 8 6 . 7 e  3 l . 3 0  - は, ●この表の統制額の 

l 、場- ふん書く◆ ●、筆墨㌻( ; 幸 

●1 ●●●● 二審. O償ノ ーヽ●● ・●5 0 0 〃 
「●● " 3 3 1 . ∞ ’・∴・ 

3 6 8 . 8 0  
● タイ 

3 7 4 . 4 0  4 1 6 ’8 e  4 4 9 . 3 0  5 C O . 2 0  3 7 . 5 0  
八割下げの倒格とする 

・- ÷●∴・:  ● 

・・・’●支・’’・て. 宅 - ∴ヾ∴∴∴∴・十・・・ 葦誓言 争. 0 〃 I ●● ““e 8 0 〃 珪9 . 8 0  ●● 
・4 9 7 . . 1 0 5 0 8 . 3 0  5 6 1 . 8 e  ●6 1 0 . C O● 6 7 年. 鰍訓∴4 7 . 3 0  

嘗窪. 〔予言1 ∴この表に抱け雪あるアル÷イ亘被膜加工とは, 電解液に猶酸叉は稀硫酸を使用し・・・子. .  
繁華∵∴÷: 按 膜の厚さ板製革工4 ミグマン以上・鋳物製品7 ミグ中・シ以却こ揚超酸化被膜を施す 宣∵ ●. ノ● 

評点・/ ‾’・・∴● も: ので争って, ・表面は高桑歴の水蒸気や無孔雌とし㍉研磨缶上げをなずものである , 賃. 言∴∴∴; “● 
●薬・・一考2 ∴ァル丁年加工業者被膜加工料即取及び痔込みの運搬費並びに荷駒費を含まな・-  ●1 ● 

繋・: 霊: . . . ’’. いものセある〇 六 三・、∴・ ・い二・’- . ・. _ ∴●・: 、. ∴ ∴・: ・・ 

・藤誉二㌦‾立言第二. 債 格査定物品と碗格査定楼紐} - ∵∵∴・、・・-
- -

. . . .  
撥・誓言一°二 ∴G一 偏椿査定物嵐∴- ニら告示において版醐格を指定した軸 ・. ∴. . . ′、 
綴喜牽・ここ予言三∴●. ( 二) 麟査定機関・・都道府鞭緒査定委員曾∴∵予. ・∴ ∴ ・. ∴“工・. . 。 
ー燕、ヽ ■† ・・二・ ・ : ・●

●

. ノ ・_ , . よ . ● " . .  

襲: 墨士享∵十十∴嘩金属標準釜統制債格( 2 3 詰6 物髄諦諒) : ∴∴’“、: 仁 
薫
繋
誓
書
÷
註

・・窺、 ∴、格・

・寸車上奇. ●母

ノ製造業者膜質優勝
アルミ
ウム製 l ・ア示イト●繋

卸博業者販蕊債権’当.  、_ 小官業看取斑債権、・
アルミニ
ウム製∴ ’巨マイト製:

アI レミ
ウキ製

. 誓0 瓦
・ 9 蜜0

ヽ . ヽ
●

.  ・1 , i 3 〇

.  1 , 3 5 0
. 1  , 6 0 0

1 . 9 0 0

圃
・ 8 4 . 3 q

二言1 0 7 . 1 0

●‾ 1 2 8 . 8 0

.  1 5 3 ・や

1 8 2 . 3 0

2 1 6 . 5 0

● 圃
:  1 1 4 . 3 0

・.  ! 壬1 . 6 〇

㌧ 1 6 9 . 、9 0

.  1 9 9 . 9 0

2 3 6 .  0 0

2 7 8 . 8 0

圃
9 5 .  3 0

㌍1 ・0 0

1 4 5 . 亭0

1 7 3 . 8 0

2 0 6 .  0 0

2 4 4 . 6 0

. 固、
1 2 9 . 豹

.  1 6 b . 0 0

・1 9 2 . 0 0

之2 5 . 9 0

2 6 5 . 7 0

3 1 5 . 0 0

圃.
1 1 4 . 4 0

1 4 5 . 2 0

1 祐. 6 0

.  2 0 8 . 6 0

2 4 7 . 2 0

2 9 3 . 5 0

圃・
1 5 5 . 0 0

1 9 2 , 0 0  ’

・2 3 0 . 4 0

2 7 l . 1 〇・

“3 2 0 .  ( 鵜

3 7 8 . 0 0

( 誌)  . こら蓑に拇ばである親格樹まアルミニウム以外の附風晶を除いたものについて左の公差があってよい。
寸 法 2 %音・・電壇又は容培.  5 %

●( 8 頁よの・れ鱒ならない。またその蛮展単
二花々しいものとなっても, その最初の護鬼が節
一幸藍要な意義を持つものである。聾術的に充.

・分な裏附けば科馨の進歩につれて容易に出暴る
が。かゝる霞愚をすることが先駆とならねはな

′ ∴らない。刻印勺嘩見それ自身かその後に続く

圭等護憲諾叢
●士」をしてをゝない. とこ玩三, 技術者らしくでよい。

.  Me i ね1 1 u r g i e と云ふ凝議は, アーへンの
B o r c h e 王s とW料との監修のし下に;  1 9 0 生年か
ら誕行されでいた冶金縦誌であった争その後は
諒c 七拙md 蛇になづにも、のであるが! . 兎に
角常時の金属材料の蛮展に寄興したものである

1 9 1 1 年のMe t a 1 1 u r g i 中二はH,  S c h i r me i s t e r

弓こよって; コバルトを含むアルミ. ニウム合金の
ことズ濡巳載されているか’これは現在から見る
. . と意義のない. ものであるから, 唯かゝる研究が
ゐったと記載す. るに留めたい。 ( 以下爽貌)  ∴ ・-

霊轟言・ふ・主÷‾●上・一言・ 、i . . 士・・・・“’こ∴( 2 2 十、



●- 随 ∴筆・・ ・・軽∴合一 金言・史∴( 巽・三う∴
……アルミニウム合金の謹選を顧みて…… - ・ -

京苧郵長工撃駈. 二面
」第一次世界大戦は1 9 1 4 年に始まつで;  1 9 工8 年
に経っている。 ’戦争は各踵の工業を動員し, 科●

; ; 三二聾の研究成果を禾附して兵器の謹選を催す. もの

蚤議護憲薫蒸
壷蒜請書蒸器警蒜蒜
詳註ここ∴漸く自動車が大衆化し出した頃で

警唾うだから・、軽合金を機械工業に全面的に刺、
蓬詫言をませこ至っていなかったゝめである。

詰∴二言ふン二子ンの貢献二、・つ
詳しかしこの馳年以後の靂走去也ちて見る・と

●
′

●
●

● 一
● ●

● 一′

○ ○ _ ′ヽ ′●. ●●《. ′ - " し

ぎ表せあづて, アルミニウム合金の霞蓮に大きい一

輩露盤諾護憲
∵が可なり詳細に述べである。それはR o s e 縄h a i 孤
. 守. A r c h b u t 七とがJ .  I n s ・き. 、Me t a ] s  6  ( 1 9 1 1 )

2 3 6 に護表したものを引用したのである。この
」妖態園は. 完成したものではないが, 坐3 0 C で

“液相十A l ≒A工合? 恥
の包高度鷹が生じることを認め,  、このA工㌔玩8
が飾6 0 C で分解して二粕組織となると苦いであ
る。常時の研究としてほ, この程度しか明かに
なっていないのは止むを得ないが, 兎に角タそ
の後の研究の手がゝりを輿へたものである。そ
の他ヂユラノ示ンに親で少しく煽れであるに遇
きない。工業材料としてアルミニウム合金が未

‾“‾だ援展していなかったことがわかるのである。
. . 第一次大戦での飛行機の活躍は限られた範囲
_ を出なかったが, 猫麹でセェべリン飛二行藤が

請書掌れ活躍したことは, 人のよく知るとこ●
ヽ

(  2

→ . ● 一● 一村∴秀・雄・
‾

● ●
. ●

ろである∴この飛行脚二はアルミニウ圭合金が
用いられていた。墜落した飛行雑から採ったア・
ル・ミニウム合金の, ・分析が撥表されている。第
. ( 1 ) ●表がそれである。 ・∴ ・一
・表中の( 工) は÷グネシウムが分析されていな・
いが・ヂユテルミンモあらう。よ2 ) と( めとは
純アルミニウムと見るべきで,  ( 4 ) ぼ亜鉛が約
・8 タ多含まれたものであって, 既に述べた筑s i u 狐・
と穂した合金の種類であうねと忍ばれる∴この
系統の合金は,  ●時期割れの現象のためその後使
用されなくなったが, 今度の第二楽大戦にな? 二
で, 再び形を菱へて現ほれて奉だ。その揖黎馳・
二はこの頃にあった藩であるo . . .

∴∴ 子第・「 表` ∴・
. 春雄∴種 類 AI  C u  z 櫨“ト調n 耗 _ S 上 S 凪

1 棒 検分4 . 1 6  、二〇、6 2 0 ; 4 2 0 . 5 2 ・ - ニ
2 ブレ ー ス 〃 0 . 0 る0 . 1 3 - 0 . 3 8 0 . 3 る 二一

・3 チャンネル・〃 0 . 7 9 . 1  0 . 4 5 0 . 4 3 0 . 4 9 0 . 1 5

4 アング ル 〃 0 ●お7 . 8 0 . 2 7 0 ●4 5 0 ・3 7 0 . 1 1

・ - メリカニ派の業績上
デコラルミンに関してはWi i 孤の護表につ.

いて記述したが, ・それ以外にC c 轟l が工9 工2 年
と1 9 1 4 年に, 剛e k t l O t e k n i k  u .  Ma s c k i n . に譲

表している。その本文を見ることが出奔ないこ
とは邁憾であるが, 常澄加工, 焼鈍温度などの●
影響を書いているのである。とにかく工9 工9 年ま
でに, ヂテラルミンに関しては全く護表がなか
った。同年に至って米国関山冶金聾禽( A . 工. 肘.
瓦) のフイラデルフイヤに開かれ未詳演食で,
煎e 互c a 一派の大利こよって, ヂュラルミンに
関するこ論文の護表があって, 何れも米国撰準
局の刊行物に軽鼓され, 工9 2 工年になってA . 工.
融. 弔: の禽謝こも援表された。これが契機とな
かアルミニウム合金の研究も漸次盛になって

業績諸藩鷲叢響き課
)

画ヤ高言符〆( 単の, 土牛



●-
●

●

. 二子へこ.

≒. 第一にヂユラ咋ミ・ンの架慶理と組成といぶ題
目で霞表されたものは, . ヂニラ. ルミンの時効と
いぶものに勤しで, 始あでその原因を明かにし

∴たものであった。 . 」直言∴二
軍

- ・一手エチルミシ時効最初の究明-

鳶一この研究ではC u  O . 0 生- 3 . 地形,  h T g  O - 3 ・

5 タ名を含む工6 踵の試料を邁うで, 約4 1 0 。Cで熱
間藤延をして, 冷閲歴延をし, 俄5 。Cで撰鈍し
てから再び冷閲歴延をて,  1 . 2 9 皿mの板とし,

.  ・. . 再び焼鈍して塵廻し,  0 . 8 m孤の板にした。か・
ゝる碑を熱慶理して, 睨張試験●とシヨ. - ア硬度

′一三二の測定で機械性質を調べて亘るo . 紳8 。一5 2 5 0 C
」 : ∴から魔人して,  2 0 。‾及び1 士o e q で時効せしめ

: - ∴千・抗張力が最高3 5 - 3 6 K g 佃孤雷を得ている〇
・. 抗張力がヂユラルミンとしでは低いが, これは

・ ・-  : マンガンを含まず, マグ寺子ウやめ含有量の組
●

」. 合せが適切でなか? ゝためであるが, 最も時効
・ ∴ によって抗張力の増す割合が多いものとして,

‾くね3 . 工8 夕各, 唯g  O . 4 6 ブタ, 陣0 . 3 4 ブタ,  S i  O・2 4

〆;  Aま礎分といぶものもあるからC調が稽々
. 六 二ノ ’・
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.  . またC u
. _ . ● - “ト○-

3 . ね劣, 附g  l . 0 8 ブタ, 耽0 ・5 2 クを, 園丁: ,

言もまO . 3 0 夕乙 と云ふ合金を用いて魔人温度, 時効王
温度などの影響を調べであるかこれは超ヂユ
ラルミ・ンに稀々近い成分の" ものでみる∴加熱が
5 2 0 。C以上になると戴色を生じ, 酸化するが,
5 2 0 0 C までゞは魔人温度が高い程麗人してよく
硬化することなど, ヂユラルミンに関する基礎
●的な問題を いろいろと駆, 扱っている。∴_ .

ふ’

C 櫨3 . 2 2 〆,  Mg “0 諸4 妨, 耽0 : 3 9 夕多,  S i  O∴

∴ 2 7 ブタ,  A工襲分の合金について,  5 2 0 0 C から麗
子大して, 撰入棺の温度と時効温度との影響を見
ているが: これは撰入棺の温度と、・時効温度と

- ●が同- - にしているから, 鋼のオーろテンく- と
’こ高様な虔理を試みたもので争って, 鋼のオー・ス

テンパーはその後の研究で謹遷したものである一

ヽ
,
∴
!
.

か同様な試みが既にヂユラル乎ンでは・ヰ・く・で
行ほれたのである千第2 表にその結果を一部示÷
した。また麗入棺の温度を変化しモ, 時効を∴

・ 2 0 。Cで行づたとき. の撥械性質の襲化は, 第3 衷∴
に示している。 " 言 ・

. 表 ( 5 之○○C盤入) 審 -  ・ ・.  ・ し“’′、
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- 起千手アルミシ言も示唆-  _
l

∴この他C u  3 . 粧%, 班g ・1 . 0 8 ブタ, 要もO・5 2 劣

鳥i  O . 3 劣,  A l 駿分といぶ合金を‾5 1 5 0 C から盤
てし入 1 0 5 ̃ 1 7 0 °Cに撰戻したときの機械性

質を調べているが, そのぅち1 2 5 0 C ・で地日間蒔
したもの嘉抗張力悠班g / 皿皿雷, 二伸1 工・〆効

一

に達しで手薄高値を輿へてい. る。か’ゝる贋度し
霊薬二審の慶理を施すこ. とは質際困難であるか- とにか

{ 成分は超ヂユラル・ミンに遁ぐ, また抗張力も

ヽ ●∫ ●

が, 塑三三三三と三一坤

また加熱, 冷却によ・る膨脹菱化, 電気輯抗の
曖化をも測定して,  3 0 0 。C附通に方向の襲るの

b
】
るヽ左

Vてめ認

十二◆、二・十析出功暴説の基礎二

最も演目すべきは擬人して時効すると・擾化
生じる機構を論じか、る難である。これと関
してMe r i c a 鞍他の人点上) は・ A l - C 。系及び

繋繋繋
デーし, _ 剖0 。Cでは5 ・9 夕タ以下となることを認め
雪、‥た。この状態園を土嚢に硬化の現象を説明して

∴
主
菜

いるのである●。即ちC櫨3 夕8 . を含むアルミニ. ウ
ム合金は,  5 0 0 0 C で℃血A宣2 を固溶しているが,

“徐亙こ冷却すると∴∝Aもが固擦曲線の示す
やすに析出する。かゝる朕態では硬化の現象は
認められない。 ’言

寄しこの合金を5 0 0 e C から急冷すると, .
C 挺A草の析出は一都又は全部阻止される。液
●態窒素を用い一1 8 0 e C のやうな低温に保持する
と; 時効硬化を示さない。合金は卒衡妖態にな
っていないが,  ( 和A 1 2 の核の生成速度が小ざ
いため,  C u 型が析出するに至らぬ∴しかし二
1 0 0 0 C 或は常温までこれを蒋って衆ると, 分子‾二
の動きが大きくなつも CロA工命が膠質状態の
細粒として析出するやうになる。この析坤が硬
化の原因である。これが腑でi c a が提出した時’
’効の機構であって, 所謂析出硬化諭の基礎をな・・

ノ したものである。
これを讃明するために,  5 0 0 o C から擬人した

試料を時効せしめず, 直にカ憾して熟分析を行
っている。 2 5 0 _ 2 7 5 。Cに熟の義堂を認め, こ
・れ注準安定状態から, 安定状態となるために生
じるもので, 過飽和アルミニウム固溶燈から∴・
C技A重言の析榔こ. よる化聾反感以外にタ●か上る 予

熱の叢生を藷へること打出衆ないと諮上であ∴
る。かゝる考へから析出硬化諭が生れた。
この析出硬化静がもとになって時効硬化の現

象か研究されて来たから, 時効硬化に関する理
論の第一一歩をこゝ’に劃した意味で, 班&まきa の
業績ぼ大切なも、のである。 ( 以下爽撥)

A . 1 . M. 玉.  e 4  ( 1 9 2 D1 )  M跡i ` 分, W a l t c 皿b  e r 島 度敢e e 皿3 虹.
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喜∵壷a 嘉軸靴の講輔したが毒して哩を得混沌蝉あらうが
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曹・聖二書聖轡華やソ: 誓二塁三業聖霊、霊二∴∴∴∵●
●

つ まだァグネシウムを含んで銅を含まない・もの.
・・ - 一高魔人して時効硬化を示さない∴しかしマグネ ● .

蹄か享専羊三野撃食物を
と候に名付性でいる。 ・こら

高二●こ ∴

」 、

. } ヽ ●

. ? . ′ .
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慈率長姉壷溶彊
・i r 亨を・靴I 。上し白さ_ 巨㌔之事、く

の轟結晶力注す競る。らその結晶

遼粒は成長するが擬人によってこの生長が阻止
㌍毒される. 。. 粒子竣太さ牢5 0 0 。Cに加熱時間で定●’● - ÷_ . ご ′ ・ " -

●きる説初手掃討, こめ粒の天幕襲時誉
冨二ない。. ∴

謙蒜嘉詩誌詰ると傾幸三- . . .
●

裏

: 蛭延の. まゝモ克凝芯轟け詳細C
で加熱すると固溶されるが, 捷A打は固落し
. . .  ・ !

ー●ナウムを含まないでも銅を含むものは時効硬化・
・・. をするが, . ÷グネシウふと鋼を同時に含むもの
・: ●・程, 掛れな亘マグネシウメ弛) 影響は従って
.  ・第二次的のものも●“’Mg 寄主を造るた勧こ珪素_
‥十が除かれで, 硬化の効果が加はる、ものと. 考へて
いる。しかしマグネ主ウムが多いとまた襲化の

圭違料少子なる・。・ ・′、 ・-  .

その倒れて料4 麦を示している。.  ・・ ・“‾: . ’’
∵勢 国 表 ・掠張力K畠山血生. 玩張力の稗加∴

∴∴c u . ・晦・二・機材時効材 %二

・・ ㌧2 守. 1 ・3 ・礼5 ・. 料∴●= ` 〇二
寄)  ∴3 . 2 0 . 5 1 ら. 2 3 4 . 3 ・1 . 1 0 : ・ ・

足す親ら; 顕微鏡組織に何動、の饗化を認め、
●

裏

られねばならないか‾“c u  A工2 ゐ泣言が錬り少.
‡. , さいので見えない。
‡∴銭鋼の漢人組織壷ら読宣●二スタイトは’
善言銭勘こ. 畢C置. 衰膠質澄渡となっているため’
●雪
“
∴
.
.
・
二
予
言
一
二
で

●
■

圏
困

腐蝕され易いのと同じやうに, 膠質粒子となつ・
て示るのでないかと考へ,  5 0 0 七で焼入しな. 、 、

その直后と,  ・士叩Cで塵卑しだもの・を頴鏡レ1●

○○

でき差異がないから, 極めて細粒どして析出し
ているのであら・うとし震- き尋・誓禦粒が凝り. .

ヽ ◆ ●

ぎ縮華 カ
… も小さいので, 、・昇るこ・申輩来ない・と
直る年この論文のみで牟阜. , アルミこうウ

ー

この裏からマ・グネシウノ: ムがアルミヱウムの塞
●質を翻壷しめる料∴そのたら・C u  A 1 蜜・㊨i
出・の分散度に影響を輿へすかやうな結果とな
●●ると読明しているもこれも, 直鵜を得ていか、、
のは,  C u とMg との割合が運営でなかうだ・’
車あであって, この結果からかゝ. る結論に到達
" したのであづ記。

メ∴リ・カ・・の 結 論 〆

郎鎗i c えの論文は, なお論議すべき問題に解
れてい・るが, それは省略し, 結論と工で輿へら 一

れている難だけを導けると」、
’、’

〇・ヂユ・テルミンは2 5 0 へ5 2 0 0 C で急冷し,  2 0 -
2 0 0 0 C で時効すると, 厨さと轍性とは, 少くと
も時効湿度が低いと揺すものである。その硬度

∴雷A皿も言論( 1 9 2 1 ) ’3 一 ( 言
鞠惜壷勅●、停子亭→差_ 雪
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が高ぐタ埋A l 蜜の高藤すさことが多い種苗
● ●

.
● ●●′ ●● ′●.

い」5 2 0 。Cになると遊離の享u 餌. が共晶と:
●・ _ … . 一こ∴. ヽ ・●・・・

.  、

一

葦慧叢露語警護諾. - 一・ : ・

・. ‥. . 、 ・5 工0 ∵5 1 5 0 C  ・にすべきであをo 加熱時間は板な

子宮は1 0 - 2 0 壷よ・占師の大きいも・のなら
i , ・ばそれ以上の時間が必要であるo 睦みは沸騰水
二が最も望ま・しい。時効温度は1 0 0 。C宅5 - 6 月

∴驚喜譲霊畿需誓豊
∴午日間時効す. 争o  ∴言う∴ 一二 . -

∴言ヂ千・ラルミンの成如一昨唾C u 3 尋5 み
さ∴ ∴Mg  O尋へ1 ・咋, 肌Oへ0 ・彬タA l 強弁でめ
ぐ. 事・・・・r _ 十・〇 - . , . ・  ・・ ・ ・● ・. ●・二・で. 十 一“●

予言・・る〇 ㌢二つ’‥’子、告∴’亨、∴章二“I ヽ

霊へ中頭ことか望まし。●しかし嘩延誓約4 如Cで
二・行ふ李をてらって・. 叩Oo Cで・行ってほならな
・・・・・、  ・ ・・ ・ ・ ・ / ‾ ●

一. 時そればMg 講i との共晶が側。Cである
‾ ’ ・から,  - と云ふている。

・∴∴∴二・の決論には多少瓢もある’ことは・その后
’∴青の研究で訂正されているが, 大彊チエラルミン
一・の製造に関する手前となっている艶が多いo 鋳

∴.  ∴・一、 ∴∴∵∴二幸素案
大正7 年は筆者が京都帝国大望を蚕桑し誌思

い出の年であお丁脚に於ける第二詠大戦が
まだ終らず, 我が高圧好景剰こ恵ま叫. 単二鍼
山及び金属工業方面は盛に輔醸され課錬冶金
の聾生は・●卒業百品、うちに禽両専務撃を受
けていた●といぶ有様そ, 全く我が世の春を謳つ

輩
薫
号
÷
雫
へ

一

ていだo こ. の好景気の中に卒業し嘩静は三菱 ÷

鋸巣食租ご就職して,  ’大井に新しく出来を鋸薬缶

票器註窯業輩薫‡
勘こぶ丁字尋イトからナノ牢. ニウ王の製錬に閲

∴. I する研究を始めて居られ申・ぞ? 頃の研究が同
・氏をじて, その后おレミニウキ製錬業界に活躍

せ・ら哲基礎となった講やる_ o 車尊の秋
. て- ヽ ●

_ 早. 関学協軍事多光太郎博士が鋳鋼に関する_ . 、

’へ
・ †, ・

∴宣言簿醇は5 b b o c で壊熟し七重宅地を固落せ・ ∴研究を始めて撃泰壷。その内容な鏑的
冤と. して印刷されている。この研究襲表は夜

●●●

行ほれたのであったか, 台場は立錐の餞地も●

研
に
な

嘉莞祭器謹慧諾驚…
_ れ千衆ちゃうに誰も感銘を深く童窪も后こ
・・れが契機となって銭鋼の研究をなす者は尭づ東
一 一 ● ● ● l .  {

塊の均質化慶理を指摘しているどころなど, ′そ
ら- つで五・る。. しれ●直o c 雪喧s i との
共晶が生じると: したのは誤であっ古, ’とれば系

∴瀞的な研究が行ほれてゐないためである皇
.  ∴∴兎に角未知の分野に始めてこれだけの仕事を

∴るにも知報の不足を痛感した。 …

北の鍛鋼研究班の門を踏むと、い手車様を睾した
筆番も唯この講演を夢の如ぐに融、モノ・野党す◆ ●●

- ● ` - ` 、●.

≒
掌
工
∴
蔦
美
幸
二
言
.
∵
享
幸
吉
三
二
∴
:
∴
-

現在の我が撃界と比較して, 営時の我が金属.
こ 塑界の有様は費に寂莫たるものもめった∴東京

. して; ●“その後の蟄居の素因を造った難に, . この裏・ ・
研究が大きい意義を持つものであって, ・時効硬・
●化といぶことは, 現在でもまだ研究されでいる

: ガマ, それば唯残された不明な難が繰返されてい
・ ・るら●に過ぎない。●時効硬化の原因と機樹こ閲し
では,  Me h c 生が: こゝに第一の二幸ツクを邁つ・
たのである。1 一・ ’

●大正8 年頃の我が撃界
〇・ ・ ●哩臆ラルミ臆臆シ唾走出蛸壷これは大

. 正8 年にな‥る。、二の時代の我が国の墜界並に工・
業界の耕態はどうであったか●, を顧みることに・, :

声すさ。∴: ∴・’∴一’∴ . 叫.

帝国末輩に倭国一帝王, 京都帝国大聾に斎藤大
吉博士・,  ’九州帝国大聾に金子恭助博士ガやつで
漸く金属組織聾として,  ・塵かに金属及び合金の

・組織を籠じらやていたo 筆者が大望三年の三聾
期になり, 漸く斎藤大吉博士からその講義を聞
いたのでめった。主としてS a n v e u r のMe t a -

.  1 l o g r a p h y  c f 正o n &  S t e e l と; ℃c e r e n の
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この年であったと思玉が, 京都帝国大望駁撃

’部の化撃教室で, 近重賞澄教授が宰m皿和瓦
のMe 七a l l o g r a p h i e を講され金柄撃として出
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コツ一つ_ , ツとしで勉醸して居られ
三元系合金の研究をして, . その
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∴合釜を調べることに気がついた。尭づその艇言
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軸い亭葛岡聾疫では飯冶金な彊撃じら′●●

・㌦・∴これが大正. る年め頃であったカ、と思ふ大正
9 卒の夏に病毒㌧静養したか, 糖衣のこ・とを思∴′

\  、

ごつで鋼業研究所を離職する・こ・とにしたいそ・めた
. _ . め研究は中経してしまった。言∴・-

しカ斗し著者のガレ・ミニウム合金の研究の輔
. 緒は・既に大平8 年頃からであったことを思早
i ’出すのでめる。その頃我が国では・殆ど研究ち’
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牢・〇、とは・著者の序文で脱臼であ●るo 勧聾者のたら
:  ∴には親切に書かれてあ衆め, 合金’の金榔勺な

く二言・・先議を得るに都合がよかった。」この書物を璃担
“ ∴ に青銅などの組織を調べたなしだが, 兎に角ア
∴了 ルミニウム合金に手をつけたいと思って努力し

の試片を造ったり・したo そのときア・ルざ三才千\ . ・
合金が時効すると高ぶことを知ったので∴亜鉛 二’●

を含むアルミニウム合金をシヨ∵ア硬度で調べ言-
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営時の鋸業研究所の所長であった島村金次郎氏
. は関山技術者であって, かゝる方面には全く専
. 胴外の方であっ轟く,  ・アルミI 三・ウム合金を研究
す、るのは, 騎乗のある、ことであるとタ‾激励して
・頂いたごとは, _ 聾者の今日あることを思ひ浮べ
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ニ. ウム及び合金ゐ研究と・・
て, 有難く思っている
・日却こ於めるアルミ

・いぶ面に於では, 全く語るべきものかなかった
時代もあったか,  ●ェ業界も. 同様であった○○こ
かや. うな時代に海外では,  w i e r i c a の研究に
鶴を護して∴時効頓化の機構に関して論戦が盛
に行ほれた。 ‾ “’ ’、’‾
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Z a y  J e 蹄r i e s ( 3 、が質問しモいる。 Me r i c a が, 析

出したC u ・A工合のある粒子の大きで, 強さ二や
硬度が最大となるといぶかその理由として
C止A賞空分子の祈勘ごよっも基質との結合力が
最大となるといぶことを肯定したうえで; 茨の
・やうに論じている
時効に件ふ性質の襲化は金属内の分子饗化で

’ぁって, 、. . それが液態塞宗の低温では生じない。
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∴ぐなるのは, ・この主婦で何かの原画で妨げられ
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一 ●

進むとこの種片が幾分廻韓運動をするだろお三・:
’それは粘界近くに於では特に聞達ひない。これ
’. で粒子の微細化が生じることゝなる。加工度が.
輩しく高い場合でも, 粒子によってほぞの樺片
が同じやうな方向のまゝ襲される。、かやうに殆
ど同工方向の破片間のごりは双最中で妨映られ.
るが, それは粒界より遇い。それは双南面でヒ
年前の方向が菱ることから, 説明されると考へ
たo  .

ガもぅに非晶質がと団面に生成する考ぺと
変形機構とを閲聯せしめて硬化を考へためやあ
る。 Ⅹ線分析で繊維組議が出乗ることなどば木
明な時代であって・曜ごりが生じることが顔役も
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中に硬い粒子が仮に球朕で分散されているとす
る’と≒り面はそのためたち切られるo どのきり
面もこの小粒子に衝突しなを二でごろことは困難

羊であるこ外力がかペられて幸甚よ? で変形・し
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